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（脳）神経内科医長　伊藤 規絵

　皆さんは、（脳）神経内科と聞いてどんな病気を診ている診療科であるかわかりますか？
　もしかしたら、初めて聞く診療科であるかもしれません。そこで、私たち（脳）神経内科について
ここで少し紹介させて頂きます。

　よりわかりやすく理解する為に、皆さんの日常生活と深く結びついている機能の
一つをご紹介します。それは、「歩行」です。歩行には、バランス能力や筋力がとても大
切です。歳を重ねるごとに関節や筋肉が脆（もろ）くなって、整形外科に受診する方々
が多くなると思います。しかし、脳の病気から歩行が難しくなる場合もあります。

私たち札幌西円山病院では「にしまるリハビリ健診」という活動を実施しております。この健診活動は皆さま
の健康をサポートしたいという思いで生まれた活動です。

当院の看護師・薬剤師・管理栄養士・リハビリ職種・医療ソーシャルワーカー・ケアマネジャーなどが会館や

ホールに伺います。測定会はご依頼に合わせ「骨密度測定」「バランス測定」「筋力測定」「飲み込み測定」「栄養相談」

などを行っています。活動に伺うスタッフは参加者の皆さんと一緒に健康状態を確認させて頂いております。

　この頃、歩こうと思っても足が出づらい・一歩足が出ない、動きも遅
い。この様な症状で困っていませんか？
　この症状は医学的には「すくみ足」、「動作緩慢」と表現されます。代表
的な疾患は「パーキンソン病」という脳の病気です。姿勢も特徴的です。
（図２）

代表的な２つの病気代表的な２つの病気

足が一歩出づらい・出ない、動きが鈍い足が一歩出づらい・出ない、動きが鈍い

　最近、よく転ぶので、手足に生傷が絶えない、顔をぶつ
けてあざが出来てしまいました。このような症状は、目
の動きが悪くなったり、首が後方に反り返ったりして、
下を見られないことでバランスを崩して転倒した結果
です。代表的な疾患は「進行性核上性麻痺（ＰＳＰ）」と
いう脳の病気です（図１）。

　まだ、さまざまな病気がありますので、歩行に困った、ちょっと
おかしいな？と感じたら、一度（脳）神経内科の受診をお勧めしま
す。

よく転ぶよく転ぶ

1.1.

2.2.

　左記の書籍にも歩行障害について、原因や治療をわかりや
すく述べています。よろしければ、お近くの書店でちょっと覗
いてみてください。
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「　　　がおかしいな」「　　　がおかしいな」歩歩行行

（脳）神経内科は、中枢（脳・脊髄）神経や末梢神経（手・足の神経）、
そして筋肉を主に診る診療科

「にしまるリハビリ健診」の

地域医療公開講座開催のお知らせ

会場

住所

2024年2月3日土 13：30～15：30

講　師：
講話①：

経営管理部長　大植　友樹

講　師：

講話②：

地域医療を守るために
～医療機能の役割、かかりつけ医を持つことの重要性等について～

個別相談は講話終了後、15：00～15：30にて開催予定ですが、感染状況により中止になる場合もございます。

講座

内容

講座

内容

思うことはありませんか？

※当講座は北海道の2023年度医療機関・住民交流推進事業（地域医療を守るための講演等開催事業）の
　補助金交付を受け開催いたします。

活 動 紹 介

このリハビリ健診活動は2018年から行っており、2023年度は介護予防

センターからの依頼で円山西町、南円山、宮の森、山鼻などで開催して

おります。健診で皆さんと顔を合わせてお話しすることができ、私たち

スタッフ一同も元気を頂いております。

健診自体も楽しいもので終了後は、現地のスタッフが健診を受けているほどです。

みなさんも近くで開催していたら是非来てください！お待ちしております！！

院　　　　長　山田　　陽
理 学 療 法 士　清水　健太
あなたの心臓・血管と上手に付き合うために
～こんな症状があったらかかりつけ医にご相談を～

札幌市社会福祉総合センター４階大研修室（札幌市医師会館北側）

札幌市中央区大通西19丁目1番1号
当講座専用の駐車場はございませんので、公共交通機関をご利用ください

【地下鉄東西線西18丁目駅1番出口より徒歩2分】

地域活動レポート
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